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八戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要 

１．策定趣旨 

人口減少や東京圏への人口一極集中といった構造的課題への対応として昨年末に

閣議決定されたまち・ひと・しごと創生長期ビジョン及び総合戦略を勘案し、当市に

おけるまち・ひと・しごと創生の推進を図るため「八戸市まち・ひと・しごと創生総

合戦略」を策定する。

２．全体構成 

第１章 人口ビジョン 

当市の人口の現状と将来の姿を示し、人口問題に関し市民との認識の共有を目指

すとともに、今後取り組むべきまちづくりの方向を踏まえ、自然増減や社会増減に

関する仮定を設定し、「人口の将来展望」として、当市の将来人口の推計を行う。

第２章 総合戦略 

当市においてまち・ひと・しごと創生を推進するため、人口ビジョンを踏まえた

取組の方向性として今後５年間に取り組むべき政策の基本目標を定めるとともに、

具体的な施策を位置づける。

３．人口ビジョンの概要 

（１）当市における人口の現状

 国勢調査における総人口は、平成７（1995）年の約 24万 9千人をピークに減少

が進み、平成 22（2010）年には約 23万 7千人となっている。

 死亡数が出生数を上回る自然減と、転出数が転入数を上回る社会減が同時に進

行しており、東京圏を中心に若者の転出超過が顕著となっている。

（２）当市における人口の将来展望

 国や県のビジョンを勘案し設定した次の仮定が実現した場合、当市の将来人口

は、平成 72（2060）年において約 16万 7千人と推計される。

【仮定】 ① 合計特殊出生率： 平成 42（2030）年に 1.8、平成 52（2040）年に 2.07

に上昇（国・県と同様） 

② 平均寿命： 平成 52（2040）年に全国平均並みに上昇（県と同様）

③ 社会増減： 平成 32（2020）年以降に社会減が縮小し始め、平成 42（2030）

年に移動均衡（国・県：平成 52（2040）年に移動均衡） 
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４．総合戦略の概要 

（１）計画期間

 平成 27（2015）年度から平成 31（2019）年度までの５年間とする。

（２）基本目標

 多種多様な産業集積や都市の広域的な拠点性など、当市の有する強みを最大限

に活かし、まち・ひと・しごと創生の推進を図るため取り組むべき政策の基本

目標を次のとおり定める。

【基本目標】 １ 多様な就業機会を創出する 

２ 新しい人の流れをつくる 

３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

４ 住み続けたいまちをかたちづくる 

（３）展開する施策

 ４つの基本目標ごとに、第６次八戸市総合計画の戦略プロジェクトとして掲げ

る施策を中心に登載する。

（４）数値目標および重要業績評価指標（KPI：Key Performance Indicator）

 ４つの基本目標ごとに、５年後の実現すべき成果に係る数値目標を設定すると

ともに、施策ごとにその進捗状況の検証に資する重要業績評価指標を設定する。 

（５）進行管理

 数値目標や重要業績評価指標の達成度により、産業界、教育機関、金融機関、

労働団体、メディア、市民等の参画にもと毎年度効果検証を行い、必要に応じ

て総合戦略の見直しを図る。
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八戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略 施策体系 

基本目標 展開する施策 

基本目標１ 

多様な就業機会を創出する 

【施策１】地域産業の成長・発展 

① 農水畜産業の競争力強化

② 中小企業等の経営強化と企業の立地促進

③ 販路の拡大と八戸港の物流機能の強化

【施策２】雇用・起業・女性活躍の促進 

① 雇用・就業の支援

② 起業の促進

③ 女性活躍の促進

基本目標２ 

新しい人の流れをつくる 

【施策１】移住・人材還流・若者定着の促進 

① 移住・ＵＩＪターンの促進

② 高等教育機関等との連携や若者の地元定着の促進

【施策２】アート・スポーツ・中心市街地活性化による交流拡大 

① アートのまちづくりの推進

② 地域スポーツの活性化

③ 中心市街地のにぎわい創出

【施策３】八戸ツーリズムの推進 

① 観光ブランドの強化と誘客の推進

② 観光客の受入態勢の整備

基本目標３ 

結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

【施策１】安心して子どもを産み育てられる環境の整備 

① 結婚・出産の希望をかなえる施策の充実

② 地域と連携した子育て支援の充実

③ ワーク・ライフ・バランスの推進

【施策２】地域と育む教育環境の整備 

① 生きる力を育む教育の推進

② 本のまち八戸の推進

基本目標４ 

住み続けたいまちをかたちづくる 

【施策１】地域における安心の確立 

① 健康寿命の延伸に向けた施策の充実

② 質の高い医療環境の整備

③ 防災力の強化

④ 協働のまちづくりの推進

【施策２】拠点機能の強化と広域連携の推進 

① シティプロモーションの推進

② 交通ネットワークの充実

③ 広域連携の推進

  地域経済を活性化し、多様な就業
機会を創出するため、当市の特色あ
る地域産業の成長・発展を図るとと
もに、雇用や起業、チャレンジする
女性の活躍の促進を図ります。 

   当市への新しい人の流れをつくる
ため、東京圏等からの移住や人材還
流を促進するとともに、高等教育機
関との連携などにより若者の地元定
着を促進します。また、アート・ス
ポーツの振興や中心市街地の活性
化、観光の振興を通じ、交流人口の
拡大を図ります。

  若い世代の結婚・出産・子育ての
希望をかなえるため、安心して子ど
もを産み育てられる環境の充実を図
るとともに、次代を担う子どもたち
の教育環境の整備に取り組みます。 

  市民が住み続けたいと思えるまち
をかたちづくるため、地域において
安心して生活を送ることのできる環
境の整備に取り組みます。また、広
域化する行政課題に対応するため、
八戸広域圏における拠点機能の強化
や広域連携の推進を図ります。 




